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誰でも気軽に参加することができる精神科作業療法に
ついて語り合う双方向型情報バラエティー番組です！
年間5回、オンラインにて開催しています。
昨年から対面開催もはじめました！

▲ここくら研修会の集合写真。
県内の作業療法士だけでなく県外の作業療法士や
当事者の方にもご参加いただきました。

▲ヤカーリング

▲イベント入り口

▲お菓子ん経衰弱

◀当事者の方にもご参加いただき
貴重なご意見をいただきました。

▲話題提供者の趙吉春 氏
作業療法士は勿論のこと理学療法士・言語聴覚士・
看護師・介護支援専門員・作業療法学生・当事者の方等
誰でも無料で参加できる研修会です！
飲食もOKです。どうぞお気軽にご参加下さい。

ここくらOT室とは？

参加できる人は？

お
知
ら
せ

Facebook

X(旧:Twitter)
＠sai_otCE

Instagram
＠ot_saitama

埼玉県
作業療法士会
official SNS

ここくら in 大宮OT室

ここくら
OT室
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こ
こ
く
ら
研
修
会
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こころとくらしの地域支援推進委員会(原・佐藤) E-mail：kokokura.saot@gmail.comお問い合わせ

すべての作業療法士必見！！
こころとくらしの地域支援推進委員会主催

一般社団法人 埼玉県作業療法士会

作業療法士

障がい当事者
作業療法士を目指す学生

(埼玉県作業療法士会会員は生涯教育2ポイント取得)
■ 埼玉県作業療法士会会員：2000円
■ 非会員：4000円
■ 学生・障がい当事者：無料

2025
３29
ソニックシティ
706会議室
（JR大宮駅から徒歩3分）

月 日（土）

年

◀左記の二次元コードからお申し込み下さい。
申し込み締め切りは2025年3月22日です。
https://business.form-mailer.jp/fms/28a34d8a276489

健康の社会的決定要因を通して考える
作業療法の役割

−子どもの貧困から生じる健康格差−
話題提供者

東京家政大学 健康科学部リハビリテーション学科作業療法学専攻

趙 吉春 氏

こころとくらしの地域支援推進委員会(原・佐藤)

今回のテーマは…

話題提供者 趙 吉春 氏

健康の社会的決定要因を通して考える
作業療法の役割

ー子どもの貧困から生じる健康格差ー

報活
告動研修会開催

ここくらとは、埼玉県作業療法士会の【こころ】と【くらし】の地域支援推進委員会です

研
修
会
案
内

今
年
も
学
会
会
場
内
に
て
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開
催
が
決
定
致
し
ま
し
た

◀
昨
年
の
展
示
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す

昨
年
の
学
会
同
様
に
患
者
様
の
作
品
等
を

展
示
し
て
閲
覧
が
で
き
る
会
場
を
用
意

し
ま
す
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

詳
細
は
順
次
埼
玉
県
作
業
療
法
士
会
の

ホ
ム
ペ
ジ
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

埼
玉
県
作
業
療
法
学
会

第
34
回み

ん
な
の
展
示
会

速
報
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NO SAGYO,
NO LIFE.

「作業療法の原点とは？」
と尋ねられたら

おそらくすべての作業療法士が
「作業です」と答えるでしょう。

そしてこれもおそらくですが、ほとんどの作業療法士は作業が好きなはずです。
しかし、日々の仕事の中で扱う作業をいつも楽しめていますか？
あなた自身の作業をどんな時も慈しめていますか？
と聞かれたら...。

何かと世知辛い、忙しない世の中にあって足元を見失いがちな昨今。
一旦踏みとどまってもう一度自分たちの原点を見つめなおしたい。
そう考えた時、やはり立ち戻るところは作業だと思うのです。

人の作業は多種多様ですが、とりわけ創作活動に限ってみれば、
どの作業療法士も必ず一度は対象者と共に熱中したことがあるでしょう。

作業療法がきかっけで創出された作品。
ひとりひとりの大切な作業の成果。

これらに触れることで、「原点回帰」を実現できないか。
そう考え、こころとくらしの地域支援推進委員会では
今年も作品展示会を企画することと致しました。

対象者の作品だけでなく、
対象者の作業に触発され、
自分の元気を取り戻すため取組んだ、作業が大好きな作業療法士の作品も展示します。

対象者と作業療法士の出会いが生んだみんなの作品展示会です。

作業がなければ生きていけない。

NO SAGYO, NO LIFE.

みなさまの原点回帰の一助となれば幸いです。 NOSAGYO,
NOLIFE.

み
ん
な
の
作
品
展
示
会

▲作業療法の紹介

▲小児ブース

 
作
業
療
法
・
理
学
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
の
三
団
体
が
市
民
の
方
々
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
『
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
』
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
３
日
に
川
口
市

民
ホ
ー
ル
に
会
場
を
設
け
、
三
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
結
し
、
一
般
の
方
々

に
体
験
を
通
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。
我
々
、
こ
こ

く
ら
委
員
会
か
ら
も
、「
ヤ
カ
ー
リ
ン
グ
」
と
「
お
菓
子
ん
経
衰
弱
」
の
２
ブ

ー
ス
を
展
開
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

 
今
年
も
こ
こ
く
ら
主
催
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
上
記
写
真
）。
県
内

外
の
作
業
療
法
士
や
当
事
者
の
方
と
意
見
を
交
わ
し
、
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
話
題
提
供
者
で
あ
る
、
趙
吉
春
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

作
業
療
法
で
は
、
意
味
の
あ
る
作
業
を
た
だ
聞
き
取
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
発
言
や
行
動
の
背
景
、
環
境
要
因
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、「
で
き
る
こ
と
」
だ
け
で
な
く
「
で
き
る
機
会
」
の
保
障
を
重
視
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
康
格
差
や
作
業
的
不
公
正
は
個
人
の
責
任

で
は
な
く
、
社
会
構
造
の
問
題
で
す
。
作
業
療
法
士
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
特

権
や
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
へ
の
理
解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
社
会
に
お
け

る
自
身
の
立
場
性
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
対
象
者
へ
の
安
易
な
判
断
を
避
け
、

誰
も
が
公
平
に
支
援
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
学
び
の
場
が
、
普
段
の
作
業
療
法
実
践
に
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
も
た
ら
す
契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
共
に

考
え
る
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

作
業
療
法
を
実
践
す
る
中
で
、
表
面
的
な
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
見
え
な

い
奥
深
い
背
景
を
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
作
業

療
法
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一

つ
、
作
業
療
法
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 
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な
判
断
を
避
け
、

誰
も
が
公
平
に
支
援
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
学
び
の
場
が
、
普
段
の
作
業
療
法
実
践
に
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
も
た
ら
す
契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
共
に

考
え
る
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

作
業
療
法
を
実
践
す
る
中
で
、
表
面
的
な
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
見
え
な

い
奥
深
い
背
景
を
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
作
業

療
法
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一

つ
、
作
業
療
法
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 


